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③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

市内小中学校児童生徒数は、
平成29年度3,061人であったの
が、令和5年度には2,923人に
まで減少している。児童生徒数
の減少は、集団活動や他学年
間の交流が減少することを意
味する。また、核家族化の進
行や共働き家庭が増加してお
り、放課後における魅力的な
子どもの居場所づくりが必要で
ある。

市内5地域に「放課後子
ども教室」を6教室開設
し、屋内活動、野外活
動、伝統文化体験を行
い、子どもたちが多様な
体験の中で多学年交流
ができる場を提供してい
る。また、地域住民によ
る教育活動サポーターが
活動の補助を行ってい
る。

①市内で開設される放課後子ども教室
全6教室に参加する児童数延べ3,300人
を目標とする。
②市内で開設される放課後子ども教室
全6教室に参加する教育活動サポーター
延べ700人を目標とする。
③多様な活動の一環として、茶道や陶芸
など、伝統文化に係る体験教室を年間30
日以上実施する。

①他学年交流、世代間交流を
活発にし、子どもたちが多くの
人々の影響をうけながら、生き
る力を養う。
②伝統文化を体験することで、
ふるさとを愛する心を醸成する。

各教室の活動報告
における集計等 76 % 90 76 3

　参加児童及び保護者からの満足度も高く、放課後の子ど
もの居場所づくりとして一定の役割を果たせている。また、
地域のボランティアにとっては、世代間交流の場として機能
している。茶道や陶芸、昔遊びなど、通常の学校教育では
取り組みが困難な伝統文化体験教室を随時実施すること
で、わが国の文化に親しむ機会を創出している。「学校の働
き方改革」の観点では、児童が放課後子ども教室に参加し
ていることで、教員による放課後の児童対応の負担を軽減
していると考えられる。
　　一方で、教室内容のマンネリ化を防ぐため、子どもたち
のニーズに応じた魅力ある内容を引き続き計画する必要が
ある。また、家庭との連携も一層強めていきたい。

②学校と地域
の課題

05 その他

地域の少子化により、規模が
比較的小さい学校区がある。
一方で、小学校の統廃合がす
すんでおり、7校が1校に統合さ
れた小学校や、4校が1校に統
合された小学校など、比較的
広い学校区があり、それぞれ
に応じた地域学校協働活動を
行うことが求められている。

コーディネーターを配置
し、各学校と地域との連
携がとれるよう、調整を
図っている。また、学校
の教育活動をサポートす
る企業や人材をリスト化
した「学校応援団バンク」
事業所版と個人・団体版
を作成し、各学校に応じ
た取り組みが行えるよう
にしている。

地域学校協働本部推進事業コーディ
ネーターの活動日数を年間360時間を目
標とする。

①市内各小中学校における地
域学校協働活動の活発化。
②地域とともにある学校づくりの
推進。

コーディネーター出
勤簿、活動報告等 298 時

間 360 310 2

　「学校応援団バンク」については、小学校の総合的な学習
や、トライやるウィーク参加事業所の選定を行う際に有効活
用されており、市内外からも注目されている。また、各学校
では、学校区の特徴を生かした魅力的な取り組みが行われ
ており、コーディネーターがその調整を行うことで、学校・地
域・行政間で連携した地域づくり活動の一端を担っている。
「学校の働き方改革」の観点では、体験型授業の一部を地
域人材が主導的に行うことで、教員の授業準備の負担を軽
減しているほか、登下校対応、行事準備運営など、地域一
丸となった学校支援を行っている。
　　課題は、現在、地域学校協働本部推進事業コーディネー
ターを１名設置しているが、学校からは、各学校に１名ずつ
コーディネーターの役割を担う人材の設置が求められてい
る。予算面や、人材発掘の点で課題がある。また、地域学
校協働本部推進事業自体が学校関係者以外の地域住民に
依然として十分に浸透していないため、引き続き、学校を通
じた積極的な周知方法を工夫する必要がある。
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